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見直しの内容
余暇活動の促進と健康増進を図るために実施していましたが、平成２６年
度から休止しました。
補助金額を太陽光発電システムの出力１kW当たり７０，０００円から３５，０００
円、最高限度額を戸建住宅用は２００，０００円から１００，０００円に、管理組合用
は１，０００，０００円から５００，０００円に見直しました。
出生の届け出をされた方に平成５年８月から記念品を交付していました
が、本年３月３１日㈪をもって一時休止しました。
県医療受給者証を有する難病患者に対して支給する見舞金を年額３０，０００
円から１５，０００円に縮減しました。
毎年１２月に支給する心身障害者歳末援護費を廃止しました。
在宅の重度心身障害者（児）の経済的、精神的負担の軽減を図るために支
給する手当の一部を、廃止・縮減しました。
【手当額】
対象者のうち特別障害者手当、障害児福祉手当（超重症心身障害児を除
く）、経過的福祉手当受給者…廃止
２０歳未満（障害児福祉手当受給者を除く）…８，０００円／月
新規に手帳（身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳）が交付される
場合に限り、補助している診断書料の補助限度額を５，０００円から３，０００円
に縮減しました。
心身障害者自動車燃料費の補助限度額を年間２６，４００円から１５，０００円に縮
減しました。なお、人工透析者に対しての増額措置は廃止しました。
タクシー券の補助限度枚数を年間上限３６枚から２０枚に縮減しました。な
お、人工透析者に対しての増額措置は廃止しました。
バス・鉄道共通 ICカード利用料金の補助限度額を年間２０，０００円から
１５，０００円に縮減しました。なお、人工透析者に対しての増額措置は廃止
しました。
父または母が死亡した児童の健全な育成と福祉の増進を図るため、昭和
６３年４月１日より実施していましたが、本年３月３１日㈪をもって廃止し
ました。
小学校または中学校に入学予定の児童を養育しているひとり親家庭の父
または母、あるいは父母のいない児童を養育している方に、就学支度金
を支給していましたが、本年３月３１日㈪をもって休止しました。なお、
県の制度に変更はありません。
理髪等料金のうち年度内６，０００円の補助を実施していましたが、本年３
月３１日㈪をもって休止しました。
敬老祝金については、本年４月から以下のとおりに見直しました。

見直し前→見直し後
満７７歳 １０，０００円→１０，０００円（変更なし）
満８０歳 ２０，０００円→廃止 満８８歳 ３０，０００円→１０，０００円
満９０歳 ４０，０００円→廃止 満９９歳 ５０，０００円→１０，０００円
満１００歳 ６０，０００円→３０，０００円

保養施設の利用補助金額を大人は３，０００円から２，０００円に、小人は１，５００
円から１，０００円に減額しました。

・建築物の耐震診断・改修補助に耐震シェルター・ベッド設置費補助を
統合しました。

・耐震シェルター・ベッドの補助対象を建築物の耐震診断結果が０．７未
満となった場合としました。

・共同住宅の耐震診断・改修補助に上限額を設けました。
・改修補助の対象となる木造建築物構造評点を０．７以上から１．０以上に変
更しました。

市民の自主的な学びを支援することを目的に、平成２１年４月から実施し
ていましたが、本年３月３１日㈪をもって廃止しました。
スポーツの振興を図るため、県大会以上の大会出場者に対し、その経費
の一部を補助していますが、４月１日㈫から補助額等を変更しました。
県大会１，０００円→都道府県大会１，０００円、関東大会等５，０００円→関東大会
等地方大会（東日本大会等含む）３，０００円、全国大会８，０００円→全国大会お
よび開催地が国内の国際大会５，０００円、国際大会１５，０００円→８，０００円
対象者／市内在住、在勤、在学者→市内在住者
溝沼子どもプールの開場期間を、７月１２日㈯から９月７日㈰までに変更
します。
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市では、厳しい財政状況が続く中、事務事業の見直しや財源の確保に努め、できるだけ市民サービスに影響を及ぼさないよ
うな行財政運営を図ってきたところです。しかしながら、市税の回復が遅れていることや社会保障関連経費の増加などにより、
平成２６年度予算の編成過程において、多額の財源不足が生じたことから、事務経費や職員給与の縮減と合わせ、各種制度等の
見直しが避けられない状況となりました。
広報あさか３月号で、制度などを変更するものについて一部お知らせしましたが、そのほかの変更事項についてお知らせします。
※内容の詳細は、担当課へお問い合わせください。
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なお、広報あさか３月号に掲載した各種制度・事業の見直しについては、予定でお知らせをしましたが、議会の議決を経
て正式に決定しましたので、併せて報告します。

問…問い合わせ広報あさか ２０１４．４3


